
○九州１８８号（平成２９年度新規） 

１．来歴 

 １）系統名 九州１８８号 

   （旧系統名：九系 337） 

 ２）交配組合せ 

    九系 297(母) × 九系 07267-175 (父) 

     2011年交配、2012年以降、選抜および育成 

 ３）用途 低温糊化性でん粉原料用 

 

２．特性の概要 

１）いもの形状は短紡錘形で、皮色は白、肉色は白、条溝および裂開は微、皮脈は無で、いもの外

観はやや上である。 

  ２）上いも重は、標準栽培でコガネセンガン比 105％、切干歩合およびでん粉歩留りはコガネセン

ガンよりやや高く、でん粉収量は標準栽培でコガネセンガン比 111％である。 

 ３）サツマイモネコブセンチュウおよびミナミネグサレセンチュウに強い。 

 ４）萌芽性は劣るが、貯蔵性はコガネセンガンよりも優れる。 

５）蒸しいもの肉色は白、肉質は中で繊維は少なく、食味および香りはやや上である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○九州１８９号（平成２８年度は「九系３３２」として供試） 

１．来歴 

 １）系統名 九州１８９号 

   （旧系統名：九系 332） 

 ２）交配組合せ 

    九系 05005-38(母) × ベニアズマ (父) 

     2010年交配、2011年以降、選抜および育成 

 ３）用途 焼きいも・菓子原料用 

 

２．特性の概要 

  １）いもの形状は長紡錘形で、皮色は赤紫、条溝、裂開、皮脈は無で、いもの外観は中である。 

２）蒸しいもの肉色は淡黄、肉質はやや粉質で Brix は標準栽培および早掘栽培で高系 14 号

より高く、パネラーによる食味判定は標準栽培で高系 14 号並み、早掘栽培でやや優れた。

調理後の黒変はやや多い。 

３）上いも重は、標準栽培で高系 14 号比 143％、早掘栽培で 161％である。切干歩合は高系 14 号

よりやや高く、上いも 1 個重は大きく、1 株上いも数はやや多い 

 ４）サツマイモネコブセンチュウに強く、ミナミネグサレセンチュウ抵抗性は中である。 

 ５）萌芽性、貯蔵性ともに、高系 14 号よりも優れる。 

 

 

 

 

 



 

○九系３４３（平成２９年度新規）  

１．来歴 

 １）系統名 九系 12036-3 

 ２）交配組合せ 

    九州 171号(母) × 九系 06288-4(父) 

     2012年交配、2013年以降、選抜および育成 

 ３）用途 でん粉・焼酎原料用 

 

２．特性の概要 

 １）いもの形状は短紡錘形で、皮色は黄白、条溝、裂開、皮脈は無で、いもの外観はやや上である。 

  ２）上いも重は、コガネセンガン比で 121％、切干歩合はコガネセンガンよりやや高いが、でん粉

歩留りがコガネセンガンより低く、でん粉収量はコガネセンガン比で 117％である。 

 ３）サツマイモネコブセンチュウに強く、ミナミネグサレセンチュウ抵抗性は中である。 

 ４）萌芽性、貯蔵性ともに、コガネセンガンよりも優れる。 

５）蒸しいもの肉色は黄白、食味は上で、香りはコガネセンガンよりも優れるやや上である。 

 

〇九系３４４（平成２９年度新規） 

１．来歴 

 １）系統名 九系 12043-13 

 ２）交配組合せ 

    九州 162号(母) × 九州 160号(父) 

     2012年交配、2013年以降、選抜および育成 

 ３）用途 でん粉・焼酎原料用 

 

２．特性の概要 

  １）いもの形状は紡錘形で、皮色は白、条溝は微、裂開、皮脈は無、いもの外観はやや上である。 

  ２）上いも重は、コガネセンガン比で 105％、切干歩合、でん粉歩留りはコガネセンガンより高く、

でん粉収量はコガネセンガン比で 116％である。 

 ３）サツマイモネコブセンチュウにやや強く、ミナミネグサレセンチュウにやや弱い。 

 ４）萌芽性、貯蔵性ともに、コガネセンガンよりも優れる。 

５）蒸しいもの肉色は白、食味は中で、香りはコガネセンガンよりも劣る。 

 

 

 

 

 

 

 

 



○九系３４６（平成２９年度新規）  

１．来歴 

 １）系統名 九系 12006-9 

 ２）交配組合せ 

    九系 05005-38(母) × 九系 305 (父) 

     2012年交配、2013年以降、選抜および育成 

 ３）用途 青果・加工用 

 

２．特性の概要 

 １）いもの形状は紡錘形で、皮色は赤紅、条溝、裂開、皮脈は無で、いもの外観は上である。 

 ２）蒸しいもの肉色は淡黄、肉質は中で、Brix は高系 14 号より高く、食味は中である。 

３）上いも重は、高系 14 号比で 160％であり、切干歩合、上いも 1 個重、1 株上いも数はいずれも

高系 14 号を上回る。 

 ４）サツマイモネコブセンチュウおよびミナミネグサレセンチュウにやや強い。 

 ５）萌芽性、貯蔵性ともに、高系 14 号よりも優れる。 

 

〇九系３４７（平成２９年度新規） 

１．来歴 

 １）系統名 九系 12027-24 

 ２）交配組合せ 

    九州 158号(母) × 関東 131号 (父) 

     2012年交配、2013年以降、選抜および育成 

 ３）用途 青果・加工用 

 

２．特性の概要 

  １）いもの形状は紡錘形で、皮色は赤紅、条溝および皮脈は無、裂開はやや少で、いもの外観は中

である。 

２）蒸しいもの肉色は淡黄、肉質は中で、Brix は高系 14 号並みであり、食味は高系 14 号よ

り優れる。 

３）上いも重は、高系 14 号比で 198％と多収であり、切干歩合は高系 14 号より低い。上いも 1 個

重および 1 株上いも数は高系 14 号を上回る。 

 ４）サツマイモネコブセンチュウに強く、ミナミネグサレセンチュウにやや強い。 

 ５）萌芽性および貯蔵性は高系 14 号並みである。 

 

 

 
 

 

 

 

 



 

○九系３２７（平成２９年度新規） 

１．来歴 

 １）系統名 九系 08249-18 

 ２）交配組合せ 

    九系 04158-4 (母) × 九州 159号 (父) 

     2008年交配、2009年以降、選抜および育成 

 ３）用途 でん粉・焼酎・直播用 

 

２．特性の概要 

 １）いもの形状は楕円形で、皮色は白、条溝、裂開は微、皮脈は無でいもの外観はやや上である。 

  ２）直播栽培時の上いも重は挿苗栽培のコガネセンガン比で 105％、子いものでん粉歩留りはコガ

ネセンガンより 3.5 ポイント高く、でん粉収量はコガネセンガン比で 120％である。 

 ３）サツマイモネコブセンチュウに強く、ミナミネグサレセンチュウ抵抗性は中である。 

 ４）萌芽性は中でコガネセンガンよりやや劣るが、貯蔵性は易でコガネセンガンより優れる。 

５）直播栽培時の親いも肥大が小さく直播適性が高い。 

 

〇九系３３５（平成２９年度新規） 

１．来歴 

 １）系統名 九系 08262-16 

 ２）交配組合せ 

    九系 271 (母) × 九州 144号 (父) 

     2008年交配、2009年以降、選抜および育成 

 ３）用途 焼酎・直播用 

 

２．特性の概要 

  １）いもの形状は楕円形で、皮色は淡黄白、条溝は無、裂開は微、皮脈は無、いもの外観はやや上

である。 

  ２）直播栽培時の上いも重は挿苗栽培のコガネセンガン比で 129％、子いものでん粉歩留りはコガ

ネセンガンより 2.6 ポイント低く、でん粉収量はコガネセンガン比で 113％である。 

 ３）サツマイモネコブセンチュウにやや強く、ミナミネグサレセンチュウ抵抗性は中である。 

 ４）萌芽性は良、貯蔵性は易でともに、コガネセンガンより優れる。 

５）直播栽培時の親いも肥大が小さく、子いもの収量性が高いため直播栽培に適している。 

 

 

 

 

 


